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(百万円未満切捨て)
1. 平成21年3月期第1四半期の業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日）

　(1) 経営成績
(％表示は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 6,761 ― 891 ― 904 ― 509 ―

20年3月期第1四半期 4,591 12.4 635 △25.2 634 △24.2 393 △17.6

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 29 26 ― ―

20年3月期第1四半期 22 56 ― ―

　(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 20,221 10,497 51.9 602 71

20年3月期 18,631 10,092 54.2 579 39
(参考) 自己資本 21年3月期第1四半期 10,497百万円 　20年3月期 10,092百万円

2. 配当の状況

１株当たり配当金

(基準日) 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― 5 00 ― ― 5 00 10 00

21年3月期 ― ―

21年3月期(予想) 5 00 ― ― 5 00 10 00
(注) 配当予想の当四半期における修正の有無 ： 無

3. 平成21年3月期の業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日）

(％表示は、通期は対前期、第２四半期累計期間は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期累計期間 13,300 ― 1,880 ― 1,900 ― 1,000 ― 57 41

通期 27,900 47.2 2,880 22.1 2,900 21.7 1,560 12.8 89 56
(注) 業績予想数値の当四半期における修正の有無 ： 有
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4. その他

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

　 [(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。]

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための
基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの）

　① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

　② ①以外の変更 ： 有

　 [(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。]
(3) 発行済株式数（普通株式）
　① 期末発行済株式数（自己株式を含む）

　21年3月期第1四半期 17,446,000株 20年3月期 17,446,000株

　② 期末自己株式数

21年3月期第1四半期 28,350株 20年3月期 27,050株

　③ 期中平均株式数（四半期累計期間）

21年3月期第1四半期 17,418,072株 20年3月期第1四半期 17,422,843株

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
１．平成20年5月9日公表の業績予想につきましては修正しております。上記の予想は本資料の発表日現在にお
いて入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、
業績の変化等により、上記予想値と異なる場合があります。
２．当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関す
る会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」
に従い四半期財務諸表を作成しております。
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東京鋼鐵㈱(５４４８)平成21年3月期 第1四半期決算短信

【定性的情報・財務諸表等】

1. 経営成績に関する定性的情報
当第１四半期のわが国経済は、米国のサブプライムローン問題の余波による金融市場の混乱が続

いたことや、急速に進む原油をはじめとした一次産品の価格上昇により企業収益を圧迫し、設備投
資の減少や個人消費が後退するなど景気の先行きに不透明感が強まってまいりました。
　当社の属する普通鋼電炉業界におきましては、原材料である鉄スクラップ価格高騰により業績の
悪化が顕著となりました。
　こうした状況のもと当社では、契約残及び在庫管理を厳しく行いながら、コスト見合いの半製品
輸出や国内販売価格の引上げに注力してまいりました。
　

（1）売上高
　原材料価格高騰分を可能な限り国内外の販売価格に転嫁することに注力した結果、前年同期間
比2,170百万円（47.3％）増加し6,761百万円となりました。

（2）営業利益
　原材料価格高騰等による製造原価コストアップはあったものの販売価格改善により前年同期間
比255百万円（40.2％）増加し891百万円となりました。

（3）経常利益
　上記営業利益に加え、手持ち資金の運用による受取利息及び仕入割引の増加及び支払利息の減
少により、前年同期間比270百万円（42.6％）増加し904百万円となりました。

（4）四半期純利益
　前年同期間比116百万円（29.7％）増加し509百万円となりました。

2. 財政状態に関する定性的情報
（資産）
　流動資産は、前事業年度末に比べ1,654百万円（19.2％）増加し10,288百万円となりました。こ
れは、販売単価上昇に伴う受取手形及び売掛金が1,152百万円増加したことに加え、原材料価格高
騰によるたな卸資産598百万円の増加によるものです。
　これにより、総資産は前事業年度末に比べ1,589百万円（8.5％）増加し20,221百万円となりま
した。

（負債）
　流動負債は、前事業年度末に比べ1,195百万円（18.0％）増加し7,854百万円となりました。こ
れは原材料価格高騰によるもので、支払手形及び買掛金が1,231百万円増加しました。
　固定負債は、有利子負債である長期借入金の減少等により11百万円減少し1,869百万円となりま
した。
　この結果、負債合計は前事業年度末に比べ1,184百万円（13.9％）増加し9,723百万円となりま
した。

（純資産）
　純資産合計は、前事業年度末に比べ405百万円（4.0％）増加し10,497百万円となりました。これは、主と
して利益剰余金が422百円増加したこと等によります。

3. 業績予想に関する定性的情報
業績予想につきましては、当第１四半期の実績及び今後の見通しを勘案し、前回予想数値（平成20年5月9

日公表）を修正しております。
　詳細につきましては、本日別途公表致しました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。
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4. その他
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
１．棚卸資産の評価方法
　当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しましては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸
高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。
　また、棚卸資産の簿価切下げに関しましては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額
を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

２．固定資産の減価償却費の算定方法
　固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分
する方法によっております。

３．経過勘定項目の算定方法
　合理的な算出方法による概算額で計上する方法によっております。

４．税金費用の計算
　当第１四半期会計期間を含む会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理
的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。
　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
１．当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関
する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期財務諸表等
規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。

２．「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第9号)を当第１四半期会計期間から適用し、評価基
準については、原価法から原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)に変更しております。
　なお、これによる損益に与える影響はありません。

３．「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成5年6月17日 最終改正平成19年3月30日 企
業会計基準第13号)及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会 平成6年1月18
日 最終改正平成19年3月30日 企業会計基準適用指針第16号)を当第１四半期会計期間から早期に適用し、
所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から
通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上しております。
　また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する方
法によっております。
　なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の
賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。これによる損益に与える影響はあ
りません。
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東京鋼鐵㈱(５４４８)平成21年3月期 第1四半期決算短信

5. 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末

(平成20年6月30日)

前事業年度末に係る

要約貸借対照表

(平成20年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金  530,154 461,822

受取手形及び売掛金 5,463,257 4,310,735

商品 68,261 41,479

製品 1,128,202 785,193

半製品 557,426 354,506

原材料 821,317 775,511

貯蔵品 69,320 88,844

その他 1,650,751 1,816,159

流動資産合計 10,288,691 8,634,253

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,247,499 1,243,799

機械装置及び運搬具（純額） 3,476,002 3,471,573

土地 4,552,590 4,552,590

その他（純額） 420,428 490,042

有形固定資産合計 9,696,521 9,758,005

無形固定資産 22,367 22,320

投資その他の資産 214,044 217,194

固定資産合計 9,932,932 9,997,520

資産合計 20,221,624 18,631,773

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,289,022 4,057,186

短期借入金 409,860 415,452

未払法人税等 371,384 405,921

引当金 148,110 123,010

その他 1,635,641 1,656,884

流動負債合計 7,854,018 6,658,454

固定負債

長期借入金 149,175 172,446

引当金 196,641 201,014

その他 1,523,966 1,507,569

固定負債合計 1,869,783 1,881,029

負債合計 9,723,802 8,539,483

純資産の部

株主資本

資本金 2,453,000 2,453,000

資本剰余金 981,690 981,690

利益剰余金 4,854,722 4,432,104

自己株式 △11,223 △10,534

株主資本合計 8,278,189 7,856,259

評価・換算差額等

土地再評価差額金 2,219,632 2,236,030

評価・換算差額等合計 2,219,632 2,236,030

純資産合計 10,497,821 10,092,289

負債純資産合計 20,221,624 18,631,773
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(2) 【四半期損益計算書】

　 【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期累計期間

(自 平成20年4月1日

 至 平成20年6月30日)

売上高  6,761,507

売上原価 5,543,478

売上総利益 1,218,028

販売費及び一般管理費 326,628

営業利益 891,399

営業外収益

受取利息 2,170

仕入割引 13,118

その他 1,597

営業外収益合計 16,886

営業外費用

支払利息 1,162

売上割引 2,266

その他 481

営業外費用合計 3,910

経常利益 904,374

特別損失

固定資産除却損 23,272

特別損失 23,272

税引前四半期純利益 881,102

法人税等 371,388

四半期純利益 509,713
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

（単位：千円）

当第１四半期累計期間

(自 平成20年4月1日

 至 平成20年6月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 881,102

減価償却費  166,623

賞与引当金の増減額（△は減少） 44,350

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △19,250

前払年金費用の増減額（△は増加） 7,050

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4,372

受取利息及び受取配当金 △2,170

支払利息 1,162

固定資産除却損 19,347

売上債権の増減額（△は増加） △1,152,522

たな卸資産の増減額（△は増加） △598,991

その他の資産の増減額（△は増加） 5,407

仕入債務の増減額（△は減少） 1,257,024

未払消費税等の増減額（△は減少） 5,464

その他の負債の増減額（△は減少） △10,406

小計 599,819

利息及び配当金の受取額 2,170

利息の支払額 △1,162

法人税等の支払額 △396,338

営業活動によるキャッシュ・フロー 204,488

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △5,000

定期預金の払戻による収入 30,000

有形固定資産の取得による支出 △193,163

貸付けによる支出 △1,910,000

貸付金の回収による収入 2,070,000

投資その他の資産の増減額（△は増加） △3,900

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,063

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 300,000

短期借入金の返済による支出 △300,000

長期借入金の返済による支出 △28,863

自己株式の取得による支出 △688

配当金の支払額 △69,540

財務活動によるキャッシュ・フロー △99,092

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 93,332

現金及び現金同等物の期首残高 436,822

現金及び現金同等物の四半期末残高 530,154
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当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関す

る会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期財務諸表等規

則」に従い四半期財務諸表を作成しております。

(4) 継続企業の前提に関する注記

該当事項なし

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項なし
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「参考資料」

前第１四半期に係る財務諸表等

（1）（要約）四半期損益計算書

　 （単位：千円）

科 目
前年同四半期
(平成20年3月期
 第1四半期)

Ⅰ 売上高 4,591,341

Ⅱ 売上原価 3,639,497

　 売上総利益 951,844

Ⅲ 販売費及び一般管理費 316,100

　 営業利益 635,744

Ⅳ 営業外収益 8,562

Ⅴ 営業外費用 10,201

　 経常利益 634,105

Ⅵ 特別利益 2,200

　 税金等調整前四半期純利益 636,305

　 法人税、住民税及び事業税 251,891

　 法人税等調整額 △ 8,629

　 四半期純利益 393,043
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東京鋼鐵㈱(５４４８)平成21年3月期 第1四半期決算短信

　（2）（要約）四半期キャッシュ・フロー計算書

　 （単位：千円）

区 分
前年同四半期
(平成20年3月期
 第1四半期)

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

　 税金等調整前四半期純利益 636,305

　 減価償却費 168,569

　 売上債権の増減額（△は増加） △ 565,351

　 たな卸資産の増減額（△は増加） △ 203,069

　 仕入債務の増減額（△は減少） 599,350

　 その他 134,789

　 小計 770,592

　 利息の支払額 △ 2,705

　 法人税等の支払額 △ 417,902

　 その他 34

　 営業活動によるキャッシュ・フロー 350,018

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

　 定期預金の預入れによる支出 △ 15,000

　 定期預金の払戻しによる収入 30,000

　 有形固定資産の取得による支出 △ 165,567

　 無形固定資産の取得による支出 △ 2,100

　 貸付けによる支出 △ 130,000

　 貸付金の回収による収入 130,000

　 その他 △ 4,350

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △ 157,017

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

　 短期借入れによる収入 1,610,125

　 短期借入金の返済による支出 △ 1,975,125

　 長期借入金の返済による支出 △ 28,863

　 その他 △ 57,272

　 財務活動によるキャッシュ・フロー △ 451,135

Ⅳ 現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 258,133

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 714,208

Ⅵ 現金及び現金同等物の四半期末残高 456,074
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